
【学力向上フロンティアスクール中間報告書】

都道府県名 山 形 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 鶴岡市立鶴岡第二中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ５ ４ ５ ０ １４

２７

生徒数 １６５ １５８ １７３ ０ ４９６

Ⅱ 研究の概要

１．研究主題

「確かな学力」の向上を目指す個別指導の工夫

２．研究内容と方法

( ) 実施学年・教科1

・全学年 数学、英語

生徒の理解の状況や興味・関心に差が出やすい教科であるため。

( ) 年次ごとの計画2

平 ○ テーマ 「確かな学力」の向上を目指す個別指導の工夫

成 ○ 研究の見通し

①学習集団を習熟度に応じて少人数に再編成すれば、個のレベルに応じ15
、 。年 た授業が展開でき 積極的に学習に取り組むようになるのではないか

度 ②さらに、その学習集団を複数の教員が指導すれば、低位の生徒に対し

てもきめ細かな指導ができ、基礎・基本の内容を確実に定着できるの

ではないか。

③習熟度別学習集団における多様な評価方法を工夫することにより、個

々の学習意欲が高まり、一人一人がより高い学力を目指して学習に取

り組むのではないか。



○ 研究の内容・方法

①年間を通じて、全学年全時間、２学級を３つの習熟度別コース（基礎

定着・発展）に編成し直し、特に基礎コースは人数を１０人程度に絞

ってＴＴ指導を行う。

その中で

ァ 習熟度、ＴＴ指導を生かした各コースにおける指導方法の工夫

ィ 習熟の程度に応じた課題提示や教材の工夫

ゥ 個々の生徒の意欲と学力を伸ばす評価・評定の工夫

を研究していく。

②さらに学習遅進の顕著な生徒に対して、全職員の協力体制のもと、個

別の学習支援担当者（ミニ家庭教師）を決めて、昼休みや放課後の時

間を利用して定期的に学習の支援を行う。

平 ○ テーマ 「確かな学力」の向上を目指す個別指導の改善

成 ○ 研究の見通し

①習熟度別学習の編成方法や指導方法を見直すことにより、より効果的16
年 な少人数指導の形態に改善できるのではないか

度 ②課題提示や教材の工夫、評価・評定の方法を見直すことにより、より

確かな学力が身に付いてくるのではないか

○ 研究の内容・方法

①習熟度別学習の指導形態の見直しと改善

②習熟度、ＴＴ指導を生かした各コースにおける指導法の研究とまとめ

③習熟の程度に応じた課題提示や教材の研究のまとめ

④個々の生徒の意欲と学力を伸ばす評価・評定の研究のまとめ

⑤ミニ家庭教師の指導方法の改善

( ) 研究推進体制3

運営委員会 研究推進委員会 教諭６名、教頭

学力向上フロンティア委員会

校内研修会

各学年部会 各教科部会

１年 ２年 ３年 各指導部会

生徒 進路 健康安全



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題

１．研究の成果

①生徒の習熟度が一定していて授業が進めやすい。

②同じコースの生徒は、似通った反応をすることが多いので、生徒の学習状況を

理解しやすく、授業が組み立てやすい。

③コースに応じて授業が展開でき、習熟の程度に応じて高度な問題に数多く取り

組ませたり、逆に基本的な問題に多く時間を割いて、ＴＴによる指導をしなが

、 。ら基礎力を定着させるなど 個に対応したきめ細かな支援をすることができる

④基礎コースの生徒は、普段の授業では発言・発表はほとんどないが、コース別

になると、少人数でしかも周りの生徒は自分とほぼ同じ習熟の程度だという安

心感があるのかつぶやきや発言が多くなり、学習リーダーもその中で育ってき

ている。

⑤授業中に保健室にいく生徒の数が昨年度より減少している （内科的訴えによ。

る保健室利用が１２月現在で対前年比８５％ これも習熟度別学習によって 授） 「

業がわかりやすく、楽しくなった」からではないかと思われる。

２．今後の課題

①コース決定の方法について

今年度は、教師主導で学期ごとに決めている 。生徒の希望制にした場合、、

自分の状況を判断できない生徒や遠慮してしまう生徒も出ることを考えて、定

期テストの結果から教師が原案を作り、境界線の生徒やコースを変更する生徒

については、コース担当の教師が個別に相談することにしている。しかし、こ

れが「能力主義による差別」と誤解されないように、生徒および保護者に十分

理解を求めていく必要があると同時に、この方法が妥当であるかについてもア

ンケート等を取って検討していく必要がある。

②コース設定について

学校規模や配置の人数などの条件はあるが、２クラスを３コースに分けるこ

とについても、特に低位の生徒への支援が十分かという観点から継続して検討

していく必要がある。

③コース担当者について

今年度は、年間を通してコースの担当教師は変更しなかったが、できるだけ

多くの生徒と係わっていくという考えからコース担当者を変えた方がよいとい

う意見もあり、継続して検討していく必要がある。

④授業の進度について

コースによって進度の差が出ないように、綿密に指導計画を立て、指導する

。内容と時間配分について教科部会等できめ細かく打合せをしていく必要がある



Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

・標準学力検査（ＮＲＴ）による学力偏差の推移

・学力診断テスト（年１回数・英で実施）による平均点の推移

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

①第１回校内授業研究会（６月１３日）

②第２回校内授業研究会（１０月３日）

③第３回校内授業研究会（１１月７日）

④校内研修会（２月４日）

講師 宮城教育大学教授 相澤 秀夫先生

内容 習熟度別授業の指導と指導法の工夫についての講演

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級

７～９学級 １０～１２学級

１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導

その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科

外国語 音楽 美術 技術・家庭

保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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